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１．そうけんくん規格書チェックツールについて

「そうけんくん規格書チェックツール（チェックくん）」は、「そうけんくん標準規格書（Excel規格

書） 」の原材料配合表データが、「食品大目付 そうけんくん（以下、「そうけんくん」）」に取込

み可能な形式になっているかを判定するためのソフトウェアです。

そうけんくん標準規格書は、チェックツールを使用することを前提に開発をしています。そうけ

んくんユーザー様に規格書を提出されるお取引様におきましては、必ず「そうけんくん規格書

チェックツール」をインストールしてご使用ください。どなたでも無償でご使用いただくことができま

す。但し、ご使用に際しては、ソフトウェア使用許諾契約書の全ての条項に同意していただく

必要があります。

＜チェックツールの機能概要＞

① 「そうけんくん標準規格書」の原材料配合表の内容をチェックし、そうけんくんに取り込み

可能な形式になっているかを合否判定します（製品規格書シートはチェック対象外）。

② 原材料配合表の適切な入力を補助する便利なヘルプ機能が付加されています。

③ チェック結果を記録し、提出先にお知らせする機能もあります。

※ 但し、チェックツールでは、規格書内容の法令チェックは行っておりませんので、ご注意く

ださい。（法令チェックは、「そうけんくん」で行うことができます。）

※ 原材料配合表に入力されたデータを転送する機能はありません。

「食品大目付 そうけんくん」とは？

「食品大目付 そうけんくん」は、株式会社エフシージー総合研究所が開発した食品

表示管理システムです。複雑な食品表示作成業務を円滑に行い、最新の法令に準

拠した適正な表示作成を支援することを目的として開発されました。

「そうけんくん標準規格書」と「そうけんくん規格書チェックツール」を使うメリットは？

① ヘルプ機能により、正確な情報が効率の良く入力可能！

② シンプルな規格書で添加物やアレルゲンなど重要情報の入力漏れを防ぎます！

③ どなたも無償で使用できます！
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チェックツールの使用申請とダウンロード
http://www.fcg-r.co.jp/soukenkun/excelChecker/

「そうけんくん」に規格書を取込み
表示作成（そうけんくんユーザー様）

「そうけんくん標準規格書」を入手
http://www.fcg-r.co.jp/soukenkun/excelChecker/

チェックツールで規格書作成
チェックツール上に「そうけんくん標準規格書」（Excel規格書）を開き（または
ドラッグ＆ドロップ）、原材料配合表にヘルプ機能を使って配合データを入力

「そうけんくん標準規格書（Excel規格書）」
の提出依頼（そうけんくんユーザー様）

規格書を保存

「合格」

「不合格」

「合格」が出るまで、チェックと修正を繰り返す
「 中止」「 エラー」「 警告」の該当箇所を
チェックツール上で修正

２．チェックツールを使った規格書作成の流れ
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そうけんくん標準規格書（Excelファイル）を提出

http://www.fcg-r.co.jp/soukenkun/excelChecker/
http://www.fcg-r.co.jp/soukenkun/excelChecker/


３．動作環境・インストール・バージョンアップ・削除の方法

OS Microsoft Windows® 8、10

ソフトウェア環境 Microsoft .NET Framework 4.6.2 以降

メモリ 1GByte以上を推奨
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①チェックツールは、そうけんくんのホームページより使用申請をお願いします。

②申請後、送られてきたメールのURLアドレスをクリックして、ＺＩＰファイルをダウンロードしてください。

 ZIPファイルは圧縮したものですので、任意の場所に保存してから、全て解凍（全て展開）してく

ださい。保存後にファイルの場所が不明となりましたら、「ダウンロード」フォルダをご確認してく

ださい。

③ 解凍後、管理者権限で、「setup.exe」をクリックして、インストールを開始してください。

インストールフォルダは、既定ではC:¥（Ｃドライブ）の中に「FCG」フォルダを作成し、更にその中

に 「Excel_Checker」という名称で作成されます。プログラム本体は「Excel_Checker」フォルダの

中にインストールされます。Cドライブに空き容量が少ない等の理由がある場合は、「変更」ボ

タンをクリックして、別の場所を指定することも可能です。但し、システム領域（「Windows」フォル

ダ、「Program Files」フォルダ等）は指定しないでください。

インストールをする場所が決定したら、 「次へ」をクリックします。

④ インストールが完了したら、「完了」をクリックします。

デスクトップに「そうけんくん規格書チェックツール」のアイコンが現れます。

⑤ アイコンをダブルクリックすると、チェックツールが起動します。

※ Net Framework 4.6.2以上がインストールされていない場合は、自動でインストールします。

（３） チェックツールのアップデート

①チェックツールは起動時に自動で

更新プログラムの有無を確認しま

す。但し、確認にはインターネット

接続が必要です。

②更新プログラムがあると、アップデートを行うかどうかの確認画面が表示されますので、

「OK」をクリックしてください。自動的にアップデートされ、終了後、チェックツールの画面が表

示されます。

③「OK」をクリックしても、アップデートされない場合、最新のインストーラーをダウンロード後、再

インストールしてください。

④アップデートでは、添加物情報等も更新します。また、判定基準が変更されることもあります。

その為、以前「合格」した規格書が「否」となることもありますので、必要に応じて、過去の規

格書の見直しを行ってください。詳しくは、ホームページ上のアップデート情報をご覧ください。

（４） チェックツールの削除

チェックツールの削除は、コントロールパネルから「プログラムと機能」を開き、プログラム一

覧から「そうけんくん標準規格書チェックツール」を選択して削除してください。エラーが発生

したために手動でインストールを行った場合は、一覧に表示されません 。

（１） 動作環境

（２） チェックツールのインストールと起動



４．チェックツールの画面構成
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①メニュー

③
階
層
ツ
リ
ー

② Excel作業領域
（原材料配合表シート）

④検印とチェック結果
（P2４）

⑤ヘルプ

⑥バージョンバー
お問い合わせの際にお知らせください。 ⑦チェック結果シート

チェックの度にチェック結果をシートに書き出し、過去
の全てのチェック結果履歴がシートに保存されます。
シートの削除は可能です。シート削除後、再度チェッ
クを行うと、新たにチェック結果シートが作成されます。

②Excel作業領域（原材料配合表シート）
右クリックメニューで編集機能を選択できます。操作方法はExcelと同様です。
行挿入・行削除は、Excelを起動して操作していただくか、誤入力防止用に設
定してあるシートの保護を一旦解除して操作を行ってください。シート保護のパス
ワード設定はありません。

③階層ツリー
配合表の改変が階層ツリーに反映されないときは、右上の 最新にする
ボタンを押してください。



＜メニュー画面＞

① 終了 ・・・・・・・・・・・・・・・ チェックツールの終了。

② 規格書 ・・・・・・・・・・・・・ 規格書の入力、チェック画面に戻る。

③a 動画 ・・・・・・・・・・・・・・・規格書の作成方法をまとめた動画サイトへ移動します。

③b サポートデスク ・・・・・・・・問い合わせ入力画面を開く（インターネット接続が必要）。

                                       問い合わせＵＲＬからダイレクトにお問い合わせが可能。

④ ひろば ・・・・・・・・・・・・・・ 情報コーナー。

⑤ 設定

（オプション）・・・・・・・・・・・・・プロキシサーバーの設定が可能。

⑥ ヘルプ ・・・・・・・・・・・・・・オンラインマニュアル（本書）、製品情報を開く。

⑦ リモートデモ操作ボタン

ご希望がございましたら、無料のリモートコントロールソフト「Team Viewer QuickSupport」でお問合

わせ内容のご説明が可能です。

⑧ データ連携・・・・・・・・・・・・・ＣＳＶなど外部データの変換が可能です。

⑨ 開く ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 規格書ファイルを選択して開く。

⑩ 保存 ・・・・・・・・・・・・・・・・規格書の保存。チェック後は別ファイル名で保存。

⑪ 規格書クリア ・・・・・・・・・・開いている規格書を保存しないで閉じる。

⑫ 再読み込み ・・・・・・・・・・・開いている規格書の再読み込み。変更は保存されない。

⑬ 規格書をチェック ・・・・・・・ 規格書をチェックし、合否判定する。

⑭ アレルゲン評価表示・・・・・・合格後、アレルゲンの可能性を表示。

⑮ 切り取り ・・・・・・・・・・・・・・ データ切り取り。

⑯ コピー ・・・・・・・・・・・・・・・・データコピー。

⑰ 貼り付け ・・・・・・・・・・・・・・データ貼り付け。

⑱ 元に戻す ・・・・・・・・・・・・・操作の取り消し。

⑲ やり直す ・・・・・・・・・・・・・・取り消した操作のやり直し。

⑳ コメント ・・・・・・・・・・・・・・・ セルのチェック結果のコメントの表示・非表示の切替え。 

㉑ ズーム・・・・・・・・・・・・・・・・ Excel作業領域の拡大または縮小表示。

㉒ 原材料入力・・・・・・・・・・・・ 原材料名から配合情報の入力が可能。
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⑧

⑨ ⑩ ⑫⑪ ⑬ ⑭ ⑮⑯⑰ ⑲⑳⑱ ㉑

① ② ③a ④ ⑤ ⑥ ⑦③b

㉒

http://get.teamviewer.com/soukenkun


５．そうけんくん標準規格書について

（１） そうけんくん標準規格書の入手

①最新バージョンの「そうけんくん標準規格書」は、そうけんくんホームページからダウンロードい

ただけます。

②そうけんくんユーザー様には、規格書の一部を変更した独自書式を採用した専用規格書を

使用されている場合がございます。専用規格書も、ホームページからダウンロード可能です。

どちらの規格書を使用されるかは、提出先にご確認ください。
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（2） 規格書の留意点

①規格書バージョン番号

ヘッダーへの印刷と「原材料配合表」（右上）上にバージョン番号を表示します。お問い合

わせ時にはこのバージョン番号もお知らせください。ヘッダーの情報と画像は削除可能です。

② シート内の書式の変更は不可

  セルや文字の色の変更などの書式の変更は行わないでください。項目名称の変更を防ぐ

ためにシートを保護しています。背景色のついたセルの項目名称と単位の値は変更できませ

ん。一部のセルは別のセルの値を参照して自動で単位や計算値を表示します。

※書式設定が変更されている場合、規格書のチェック時に適宜補正を行います。

例：「○○（該当箇所）の書式を○○（指定の書式設定）に変更しました。」

「重量比合計の書式を標準に変更しました。」

③ 製品規格書の行挿入、原材料配合表12行目までの行挿入は不可

 製品規格書シートは保護により、行挿入ができません。

「原材料配合表」は原材料を挿入で追加するために行挿入が可能ですが、12行目までに

行を挿入すると、規格書チェック時にエラーとなります。

仕様変更などをご希望される場合は、ご連絡ください。

④ 原材料配合表の添加物を青字で表示

⑤ 栄養成分値の記入

原材料配合表シートの 「栄養成分」欄に、栄養成分値（熱量及び主要な栄養成分）を記

載してください。「食塩相当量」は、ナトリウム成分値から自動計算します。

栄養成分値を記載すると、製品規格書シートにも自動転記されます。他の栄養成分を追

加する場合は、栄養成分規格の2行目以降に栄養成分と単位を記載してください。
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④  添加物は青字

規格書バージョン番号

そうけんくん標準規格書ファイル名称

そうけんくん標準規格書（ver.2.3） （ファイルの拡張子.xlsx）

③ 列・行の挿入は不可

② シート名の変更は不可
スペース等を入れないこと

② シート内の書式変更は不可

⑤  栄養成分値を記入

製品規格書の栄養成分規格

●必須項目は原材料配合表から自動転記、
追加項目は2列目以降に記載

自動転記

①

原材料配合表シート

製品規格書シート



６．チェックツールによる規格書の入力方法とヘルプ機能について

① 規格書ファイルをチェックツール上に「ドラッグ＆ドロップ*1」する。

② または、 をクリックして、ファイルを選択。

＜規格書のバージョン更新について＞

● 旧バージョン規格書（ver2.1、ver2.2）を使用する場合、規格書を開く際に、規格書のバー
ジョンを更新します。更新・保存後は、ver2.3となります。

＜チェックツール起動時のご注意＞
● チェックツールの使用期間が空いた場合、チェックツールが起動しない場合があります。その

際は、一旦、チェックツールをアンインストールし、再度インストールしてください。

ダウンロードURLがご不明の場合は、お問い合わせください。

<< 原材料配合表シートの入力 >>

（２） 「製品名」「一般名」「区分（食品/添加物製剤）」「メーカー名」「製造地/原産地」＊の記入

「一般名」は一括表示に表示する名称、または（複合）原材料名となりますので、わかりやす

い一般的な名称を入力してください。個別の品質表示基準が定められている品目を表示する

場合はご注意ください。

＊加工品では、製造地または加工地を、生鮮品では原産地を入力してください。
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（１） 規格書をチェックツール上で開く

*1：マウスの左ボタンを押しながらマウスを移動することを"ドラッグ"といい、ドラッグした移動先で押し
続けている左ボタンを離すことを"ドロップ"といいます。この一連の操作を"ドラッグ アンド ドロップ"と
いいます。



（３）栄養成分値の記入

 「栄養成分」欄に、栄養成分値を記載してください。「食塩相当量」は、ナトリウム成分値から

自動計算します。

● 原材料配表シートに栄養成分値を記載すると、製品規格書シートにも自動転記されます。

製品規格書シートの栄養成分規格に他の成分を追加する場合は、栄養成分規格欄の2行

目以降に栄養成分と単位を記載してください（8ページ）。

（４）  「階層」欄の入力

◇ 「階層」は、原材料の配合構成を表します。

① 1次階層の原材料は1、2、3と半角数字を順番に振ってください。一次階層は、自動で判断

して太字で表示します。

② 2次階層以下の原材料は親となる原材料の階層数字に「-」（半角のハイフン）で区切って

数字を順番につなぎます。

③ 階層が正しく入力されていない場合、「エラー」となります。「番号の重複」、「飛び番」、「親

がない階層」がないように入力してください。

④ 階層ツリーの原材料をクリックすると、原材料配合表の該当セルに移動することができます。

⑤ 「階層」は、全ての原材料に必須です。行を空けずに続けて入力してください。
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1次原材料

1次原材料

階層欄の全角文
字はチェック時に、
半角数字に自動
補正されます。

　1次 　2次 　3次
　　1　 1次の一番目
　　1　-　1 2次の一番目
　　1　-　1　-　2 3次の二番目

数字はその階層の何番目の原材
料であるかを示します。

＜階層値が日付で表示されてしまうときは＞

Excelの設定によって「1-1-1」と入力しても「2001/1/1」と日付で表示され

ることがあります。下記の手順によりExcelの設定を変更してください。

①階層の列全体を選択して、右クリック

②表示されたショートカットメニューから［セルの書式設定］を選択

③［セルの書式設定］ダイアログ−［表示形式］タブをクリック

④［分類］欄で［文字列］を選択

⑤［セルの書式設定］ダイアログ−［OK］ボタンをクリック 

⑤
行
を
空
け
な
い



（５） 「添加物」欄の入力

○ 「添加物」欄は、「添加物」と「原材料」をドロップダウンリストで選択して入力します。

添加物及び添加物製剤は、必ず「添加物」を選択してください。 

「添加物」の行の文字は青字で表示されます。

○ 空欄は「原材料」とみなします。

（６） 「原材料名」「表示名」欄の原材料（添加物以外）の入力

① 「原材料名」欄は、「原材料の名称」を必ず入力してください。添加物以外の原材料は、任

意の名称（製品名可）で登録してください。

② 原材料（食材）の「表示名」は、一括表示の原材料欄に表示する名称となりますので、わか

りやすい一般的な名称を入力します。空欄の場合は原則、原材料名が適用されます。

提出先のそうけんくんユーザー様が表示名として不適当と判断した場合は、名称を変更する

場合があります。

（７）「原材料名」 「表示名」欄の添加物の入力

添加物の「原材料名」と「表示名」欄は、「添加物名のヘルプ」機能を使って入力してください。

① まず、「原材料名」欄に添加物名称の全部または一部を入力した後、②そのセルをクリック

すると、右下「添加物名のヘルプ」画面に「検索語」がセットされます。「検索語」欄に直接入

力することもできます（12ページ）。

③ 「検索」ボタンをクリックします。※「検索語」が空欄の場合、処理はされません。

④ 「検索結果」欄から使用している添加物をクリックして選択すると、「原材料名」と「表示名」

が自動入力されます。 例：L-グルタミン酸ナトリウム - グルタミン酸ナトリウム

いずれかが空欄の場合は警告となりますので、必ず入力してください。

⑤ 添加物製剤の場合は、「製剤」で検索し、用途にあった製剤をお選びください。適当なもの

がない場合は「その他の製剤」をお選びください。表示名は和別名からお選びください。

⑥ 最終製品での添加物の表示名は、提出先のそうけんくんユーザー様の表示ポリシー（表示

方針）によって決定されます。

ここで入力する「表示名」は、「製品規格書一括表示欄」の一括表示名と同じにする必要

はありません。

「そうけんくん」で表示作成する際は、添加物の物質名と用途から判断して一括名や用途

名併記、同種の添加物をまとめた簡略名に変換します。但し、例外として、「その他の一般食

品添加物」、「その他の天然香料」、「一般食品添加物製剤」の表示名は、任意の表示名

を入力することができます。

〇 下層に添加物がある添加物は、添加物製剤とみなして合格となります。添加物製剤の原

材料名は任意の名称を入力することができます。この場合、チェック結果にお知らせが表示

されます。
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②
①

＜物質名＞

検索語欄に名称の全部又は
一部を入力することもできます。

③

④
自動入力

＜添加物のヘルプ機能を利用した自動入力＞

注 意

〇 添加物は、必ず「物質名」を入力してください。

「添加物」欄の選択により、「添加物のヘルプ」が機能し、チェック時に正しい判定が

行われますが、「添加物」選択をせずに、添加物が黒字のまま合格となった場合は、

本来の合格ではありません。

○ 「原材料名」欄に、「一括名」、「用途名」、「簡略名」、「類別名」、「まとめ表記

名」などを入力すると、添加物が特定できず、不合格となります。

「表示名」欄に記載する「添加物（製剤を含む）の表示名」は、一括名や用途名併

記や同種の添加物をまとめた簡略名ではありません。「調味料（アミノ酸等）」、「保存

料（ソルビン酸）」、「増粘多糖類」、「リン酸塩（Na）」等と入力しないでください。
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＜原材料入力機能を活用した登録方法＞
原材料名の内容から、明細部の内容を一括入力する補助機能です。

１）原材料入力を選択します。

２）ウィンドウが開いたら、「原材料／添加物、（アレルゲン）」と原材料名の表示内容を
登録して、  ＯＫを押します。

３）原材料名から展開した情報を、階層・添加物・原材料名・アレルゲンに登録します。

①階層 原材料名ごと重量順に付番します。
複合原材料名（い、ろ、は）と２点以上の内訳を表示している場合、配下の階層を展開

します。
１ 複合原材料名
１－１ い
１－２ ろ
１－３ は

②添加物 スラッシュ（／）以降の階層に「添加物」と登録します。
※添加物名は、12ページの手順に従いヘルプ機能を活用して登録してください。

③アレルゲンは、追加した最初の行にまとめて登録します。
※17ページの手順に従い、適宜修正してください。
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（8） 「部材内重量比（％）」欄の入力 ※ヘルプ機能はありません。

① 半角正数値のみで入力してください。

単位の「％」や「-」、「社外秘」「微量」などの文字は入力しないでください。

「部材内重量比(％)」欄を入力すれば、「重量(g) 」欄の入力は不要です。

② 1次原材料の重量比の合計が100％以下になるように入力してください。

※ 1次原材料の重量比の合計を表示します。

③ 2次以下の原材料は、親に対する重量比（％）を入力してください。

※ 各階層の合計が100％を超えると「 エラー」になります。

（9） 「重量（ｇ）」欄の入力 ※ヘルプ機能はありません。

① 半角正数値のみで入力してください。

単位の「 g 」や「-」、「社外秘」などの文字は入力しないでください。

「重量(g) 」欄を入力すれば、「部材内重量比(%)」欄の入力は不要です。

※ ver2.2の規格書では、1次原材料の重量の合計を表示します。

※ 下層の重量(g)の合計が親の重量(g)を超えていると「 エラー」となります。

注 意

「部材内重量比(%)」と「重量（g）」は、どちらか一方に統一して入力してください。

「部材内重量比(%)」と「重量（g）」を両方入力すると、計算値のわずかな相違に

より、「 エラー」判定され、「 部材内重量比（％）と重量（ｇ）の計算比率と異なり

ます。」と表示されます。このような計算上の不都合が起こります。



（10） 「用途」欄の添加物用途の入力

添加物の「用途」は必須です。用途を間違うと表示に影響しますので、正確に入力してくだ

さい。

① 「添加物用途のヘルプ」から選択入力してください。

② 用途がリストにない場合、「その他」を選択し、備考欄に用途を入力してください。

③ 原材料（食材・黒字記載）には用途を入力しないでください。

※ 主な用途以外の用途が選択されている場合、チェック結果に「この添加物の主な用途

ではありません。」とお知らせしますが、判定は「合格」となります。添加物を主な用途以外

の目的で使用している場合に、規格書の提出先にお知らせすることができます。
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入力された添加物の主な用途（一
般的な用途）がリストの用途上位に
表示されます。「食品表示基準に
ついて」（消食表第276号）で示さ
れた用途名等です。



（11）「キャリーオーバー/加工助剤/栄養強化」欄の入力

①ドロップダウンリストで入力する場合

ドロップダウンリストから選択
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② 「キャリーオーバー/加工助剤/栄養強化の

ヘルプ」のフォームで選択

ヘルプフォームでの選択は、「添加物」欄に

「添加物」が選択されている場合に有効です。

（12）「原産地表示」欄の入力

◇原産地表示の必要有無を「有」または「無」で選択してください。

① ドロップダウンリストから選択する場合

② 「原産地表示のヘルプ」フォームで選択

※ 表示する場合は、空欄にしてください。

※ 原産地表示が必要なことが少な
いため、空欄は「無」と判断し、チェック
時に「無」に補正します。



（13） 「アレルゲン」欄の入力（複数入力可）

◇原材料・添加物に含まれるアレルゲン（アレルギー物質）を全て入力します。

該当しない場合は「空欄」となります。

① 「アレルゲンのヘルプ」から選択入力してください。
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○チェックすると、自動的に全角の点（「、」）で区切られて、「アレルゲン」欄に入力されます。

太文字の８品目は特定原材料（表示義務）です。

※ アレルゲン表示対象品目（義務・推奨）の変更などの最新情報は、チェックツール起

動時に自動でダウンロードされます（最新のデータを取得するためには、インターネットに

接続可能な環境が必要です）。



（14） 「アレルゲン表示」欄の入力

◇アレルゲン表示の必要有無を「有」または「無」で選択入力します。

①ドロップダウンリストまたは②「アレルゲン表示のヘルプ」フォームから選択可能です。

空欄は「有」と判断し、チェック時に「有」に補正します。

① ドロップダウンリストから選択

② 「アレルゲン表示のヘルプ」フォームで選択

＊「無」を選択した場合、チェック時に「アレルゲン

表示義務が無の場合は、表示免除理由を備考欄

にご記入ください。」とお知らせします。表示の必

要がない理由（総タンパク質量が微量、精製除

去などにより残存していない等）と分析結果があ

れば数値を備考欄に入力してください。

但し、表示免除理由がない場合でもチェックは

合格になります。
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（15） 「遺伝子組み換え区分」欄の入力（複数可）

◇原材料が遺伝子組み換え食品に該当する場合に入力します。

「遺伝子組み換え区分」が1つ、複数に関わらず、「遺伝子組み換え区分のヘルプ」

フォームで選択入力してください。複数選択の場合は、自動的に全角の点（「、」）で区

切られて、入力されます。該当しない場合は空欄となります。
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外部のアプリケーションで取得した外部データを、「そうけんくん規格書」形式データに変換します。

(16) 「外部データ連携」

※最新のバージョンでは「BtoBプラットフォーム 規格書」で取得できる「BtoB形式ＣＳＶ」の
変換のみ対応しています。

＜ＢｔｏＢ形式ＣＳＶ変換の操作方法＞
１）データ連携>BtoB形式ＣＳＶ変換を実行します。
２）そうけんくん規格書ファイルを選択から、規格書のテンプレートを選択します。

→選択したテンプレートを元に、ＣＳＶのデータを変換します。
３）CSVフォルダを選択します。

→変換前のＣＳＶを保存しているフォルダを選択します。
４）ＯＫを押します。

５）出力先フォルダの指定画面が表示されます。
変換した規格書の出力保存先を選択してください。

６）『エクスポートが完了しました。』とメッセージが表示されたら、変換処理は完了です。
ＯＫを押して操作を完了してください。

１

２

３

４

５ ６

変換した規格書データは、規格書チェックツールで開き、
２２ぺージ以降の手順でチェック・調整を行ってください。



(１７) 添加物、アレルゲン等の「最新情報の取得」

添加物、アレルゲン等の最新情報は、起動時に更新情報の有無を確認し、自動で

ダウンロードして最新の状態にします。

※最新のデータを取得するためには、インターネットに接続可能な環境が必要です。
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ヘルプから「製品情報」を選択し、「製品名」、
「バージョン」、「ソフトウェア使用許諾契約書」を表示
します。

(１８) 「製品情報の確認」



７．規格書のチェックと保存
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規格書を保存

そうけんくん標準規格書（Excelファイル）を提出

チェックツールで規格書作成
チェックツール上に「そうけんくん標準規格書」（Excel規格書）を開き（または
ドラッグ＆ドロップ）、原材料配合表にヘルプ機能を使って配合データを入力

「合格」

「不合格」

「合格」が出るまで、チェックと修正を繰り返す
「 中止」「 エラー」「 警告」の該当箇所を
チェックツール上で修正

（1） 規格書のチェックと保存

① をクリックする。

② 合格の場合は、 をクリックして、ファイルを保存してださい。保存ボタンを押す

と、同じフォルダ内に自動的に保存されます。ファルダ名には、末尾に「保存日時」が付加さ

れます。

③ （アレルゲンが抜けている可能性がある旨の表示）がある場合は、原材料

欄を確認してアレルゲンを記載してから保存してください。

＊保存前にチェック前のファイルを削除しないでください。保存時にファイルの場所がわからず、

保存できなくなります。

④ 不合格の場合は、チェックツールのヘルプ機能を使って修正してください。該当する

セルをクリックすると修正コメントが表示されます。修正後、再度チェックをして合格判定が

出るまで、チェックと修正の繰り返してください。

⑤ チェックツールを終了する場合は、 をクリックしてください。

※合否判定マーク とチェック結果（テキストボックス）は、Excel上で削除できます。

※チェックツール上で画像の貼付はできません。製品規格書に一括表示の画像を貼り付る

場合は、規格書の保存後、Excel上で、画像を貼付してください。
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「合格」マークがつきます！◎合格例

チェック結果ボックス

「合格」後、アレルゲンが抜けている可能性がある場合、お知らせします。



（2）チェック結果ボックス

チェック結果はテキストボックスで、直近の1回分のみ原材料配合表シートに貼付します。

テキストボックスは削除可能です。

＜チェック内容＞

①原材料の添加物製剤判定

下階層に添加物があり、物質名が添加物マスタと一致しない場合に「添加物名が該当しない

ので添加物製剤とみなしました。」とお知らせします。また、用途名併記対象の添加物製剤の下

層に、対象の添加物がない場合は、 「 配下に添加物がありません。[エラー内容]」となります

ので、該当する添加物を選択入力してください。 →26ページ

②添加物の表示名チェック

添加物の表示名は、物質名または簡略名、類別名のいずれかを必ず入力します。添加

物以外（添加物製剤を含む）は空欄であれば原材料名と同じと判断します。

原材料名と同様に表示名が添加物マスタと一致しない場合は警告 となりますので、ヘ

ルプ機能を使って選び直してください。 →26ページ

③添加物の用途チェック

用途マスタと一致しない場合は警告 となります。用途が見つからない場合は、「その他」

を選択して、備考欄に用途を入力してください。主な用途以外の用途が選択されている場合

は、「この添加物の主な用途ではありません。」とお知らせします。  →27ページ

④アレルゲン表示が無の場合のお知らせ

アレルゲン表示が無となっている場合は、表示免除理由の備考欄への入力をお知らせによ

り促します。空欄の場合は従来どおり、有とみなします。

⑤アレルゲン評価表示

原材料名からを読み取り、アレルゲンが抜けている可能性がある場合、合格判定後に

「 アレルゲン［○○］が抜けている可能性があります。」とお知らせします。原材料を確認して

アレルゲン表示が必要な場合は、アレルゲンのヘルプから選択入力してください。

 →28ページ
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（３） チェックツールの便利な機能

① 修正が必要なセルのエラーや警告のコメントを表示する（非表示にする）

をクリックして、 を選択してください。

●「表示する」に設定することで、全てのセルのコメントを表示します。

24

② 規格書の編集（修正）作業をもう一度最初からやり直す

をクリックしてください。

③ 編集（修正）を終了または規格書の保存なしに他の規格書をチェックする

をクリックしてから、改めて他のファイルの取り込み操作をしてください。



８．チェック結果と対応

中止：チェックの中止、指示に従ってください。

エラー：重要事項につき修正してください。

警告 ： 修正してください。

お知らせ：自動補正・軽微なエラー・入力支

援などを表示します。お知らせ結果もチェック結

果に出力します。

アレルゲン評価表示：合格後、アレルゲン抜け

の可能性をお知らせします。
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◎ チェックの結果が「不合格」 の場合は、下記に従って修正してください。修正後、再チ

ェックを行い、「合格」にしてください。

（１） 中止エラーについて

原料規格書EXCELが使用中です。

●開いているExcel（原料規格書）を閉じてください。

シート: 原材料配合表が存在しません。

●「原材料配合表」シートを追加してデータを入力してください。

●「原材料配合表」のシート名が変更されている場合は、シート名を元の「原材料配合表」に

戻してください。

シートがパスワード付で保護されています。保護を解除してください。

●シートの保護を解除してください。

原材料配合表[該当セル]にセル結合が追加されています。追加された結合を解除してください。

●セルの結合を解除してください。

 配合が一行も入力されていません。

●配合表に入力をしてください。

 規格書のフォーマット(項目)に問題があります。そうけんくん事務局にお問い合わせください。

 ●原材料配合表のフォーマットが崩れているようです。詳細はお問い合わせください。

注 意
＜行や列の追加削除はしないでください＞
●列タイトル行（13行目）より上に行を挿入すると、列タイトルのセル位置が移動し、様々なエラーが
出ます。
●列の挿入により、列タイトルのセル位置が移動し、様々なエラーが出ます。
●列タイトル行（13行目）の名称は変更しないでください。



（２） エラー／ 警告／ お知らせ について
2-1 製品名

製品名が空白です。 ●製品名を入力してください。

2-2 区分（食品/添加物製剤）

添加物製剤であるが、表示添加物が配合にありません。

●配合添加物を確認して修正してください。
2-3 製造地/原産地

製造地/原産地が空白です。

●加工品では製造地または加工地を、生鮮品では原産地を入力してください。

2-4 栄養成分値

成分値（成分値名）は表示義務があります。

●表示義務のある栄養成分値のため、入力してください。

成分値が空白です。

●栄養成分値が分かる場合は、入力してください。
  成分値を補正しました。[全角数値]→[半角数値]

●全角数値を半角数値に自動補正しました。

ナトリウム値に関数を追加しました。

●食塩相当量のみ入力があり、ナトリウム値が空白の場合に関数を追加します。

食塩相当量に関数を追加しました。

●ナトリウム値のみ入力があり、食塩相当量が空白の場合に関数を追加します。

成分値が半角正数値ではありません。[エラー内容]

●半角正数値を入力してください。「－」等、半角正数値以外はエラーとなります。

ナトリウムと食塩相当量に計算誤差が発生しています。再入力してください。

●ナトリウムもしくは食塩相当量に登録された値に誤りが無いか、確認してください。
※食塩相当量（ｇ） = ナトリウム（ｍｇ） × 2.54 ÷ 1000

2-5 栄養表示の相当量
栄養表示の相当量を補正しました。[全角数値]→[半角数値]

●全角数値を半角数値に自動補正しました。
栄養表示の相当量が半角正数値ではありません。[エラー内容]

●半角正数値を入力してください。「－」等、半角正数値以外はエラーとなります。

2-6 階層
階層を補正しました。[全角数値]→[半角数値]

●全角数値、全角「ー」「－」を半角に自動修正しました。
階層が空白です。

●階層を半角数値で入力してください。
階層は1～999の値で設定してください。[エラー内容]

●0または1000以上の数値が入力されています。階層数値を入力してください。
   階層が不正です。[エラー内容] 

   ●親の階層が未入力の場合は、入力してください。
   ●数字が重複したり番号が飛んでいる場合は、階層数値を振り直してください。
   ●数字と「-」以外の文字が入力されている場合は、半角数値と「-」だけで階層数値を

   振り直してください。
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2-7 原材料名（添加物名）

 原材料名が空白です。

 ●原材料名、または添加物名を入力してください。
 添加物名が該当しません。 [エラー内容]

 ●添加物の物質名以外の入力があります。「添加物名のヘルプ」で検索して選択入力してください。
配下に添加物が存在するので添加物製剤とみなしました。[記載内容]（名称のチェックはしてません）

●下層に添加物があるため添加物製剤とみなしました。
原材料製品コードに入力がある物は、添加物製剤とみなし、添加物名称チェックを行いません。

●原材料製品コードを削除してチェックしてください。

全角文字を半角文字に変換しました。[変換前の文字列] → [変換後の文字列]
●データベースの文字列と合致するように補正しました。

半角文字を全角文字に変換しました。[変換前の文字列] → [変換後の文字列]
●データベースの文字列と合致するように補正しました。
配下に添加物がありません。[エラー内容]

●下層に用途名併記対象の添加物を選択入力してください。
添加物の使用が国内で可能か判断不能です。[エラー内容]

●「添加物名のヘルプ」で検索して選択してください。
添加物の使用が国内では許可されていません。[エラー内容]

●国内では許可されていない添加物です。確認して正しいものを選択入力してください。

2-8 表示名（添加物名）

表示名が空白です。

●添加物の表示名が未入力です。「添加物名のヘルプ」で検索して選択入力してください。
表示名が該当しません。[エラー内容]

●「添加物名のヘルプ」で検索して選択してください。
添加物が原材料として扱われています。[エラー内容]

●「原材料」を「添加物」に修正してください。

全角文字を半角文字に変換しました。[変換前の文字列] → [変換後の文字列]
●データベースの文字列と合致するように補正しました。

半角文字を全角文字に変換しました。[変換前の文字列] → [変換後の文字列]
●データベースの文字列と合致するように補正しました。

 文字形式を調整しました。[変換前の文字列] → [変換後の文字列]
●データベースの文字列と合致するように補正しました。

2-9 部材内重量比（％）

重量比（％）と重量（ｇ）のどちらか一方だけ入力してください。

●一次階層の重量比（％）、又は重量（ｇ）のどちらかを入力してください。

重量比を補正しました。[全角数値]→[半角数値] 

●全角数値を半角に自動修正しました。
重量比が正数値ではありません。[エラー内容]

●「全角正数」「-」「社外秘」「微量」「未満」「φ」などの文字列が入力されています。
半角正数値を入力してください。
重量比合計が100%を超えています。[合計数値]

●重量比の合計が100％以下となるように入力してください。
重量比（％）の合計が100％未満です。[合計数値]

●重量比の合計が100％以下となるように入力してください。
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2-10 重量（ｇ）

  重量比(%)が重量(g)計算値比率と異なります。[計算値]

●計算値比率が異なる場合、「部材内重量比(%)」か、「重量（g）」のいずれかを入力して

ください。

重量が正数値ではありません。 [エラー内容]

●「全角正数」「-」「社外秘」微量」「φ」などの文字列が入力されています。半角正数値を

入力してください。

下層の重量(g)の合計が親の重量(g)を超えています。

[下層の重量半角数値]＞[親の重量半角数値]

   ●下層の重量(g)合計が親の重量(g)を超えないように入力してください。

重量を補正しました。[全角数値]→[半角数値] 

 ●全角数値を半角に自動修正しました。

重量を入力してください。 [記載内容]

2-11 用途

添加物で用途が空白です。

●添加物の用途が未入力です。「添加物用途のヘルプ」で検索して選択入力してください。

用途を記載するときは添加物としてください。

●食材に用途が記載されています。添加物以外の用途は削除してください。
●添加物なのに「原材料名」欄の添加物が未選択です。 「原材料名」欄で添加物を選択

してください。

用途が該当しません。[エラー内容]

●「添加物用途のヘルプ」で検索して選択入力してください。

 この添加物の主な用途ではありません。[記載用途]

●「添加物用途のヘルプ」で確認し、必要な場合は用途を変更してください。

全角文字を半角文字に変換しました。[変換前の文字列] → [変換後の文字列]
●データベースの文字列と合致するように補正しました。

半角文字を全角文字に変換しました。[変換前の文字列] → [変換後の文字列]
●データベースの文字列と合致するように補正しました。

用途をそろえてください。[記載用途]

●製剤名と用途が一致しません。「添加物用途のヘルプ」で同じ用途を選択入力してください。

2-12 キャリーオーバー/加工助剤/栄養強化

キャリーオーバー欄を記載するときは添加物としてください。

●食材にキャリーオーバー、加工助剤、栄養強化という添加物の設定がされています。原材
料が添加物以外の食材であれば削除、添加物であれば「添加物」を選択してください。

   配下の同一用途添加物はキャリーオーバー（加工助剤）等です。

●下層の同一用途添加物を「表示」にしてください。
または、添加物製剤をキャリーオーバー（加工助剤）等にしてください。



2-15 アレルゲン

アレルゲンが該当しません。 [エラー内容]

   ●「アレルゲンのヘルプ」から選択入力してください。

アレルゲンを補正しました。[○○、△△]

●区切記号を「、」に自動修正しました。

2-16 アレルゲン表示の有無

アレルゲン表示が「有」なのに、アレルゲンが空白です。

●「アレルゲンのヘルプ」から選択入力してください。

アレルゲン表示が不正です。 [エラー内容]

●選択肢の「有」または「無」を選択してください。

アレルゲンが記載されていて、アレルゲン表示が「無」の場合は、

表示免除理由を備考欄にご 記入ください。

●アレルゲンの記載があり、アレルゲン表示が無の場合は、理由を備考欄にご記入ください。

[記載内容]のアレルゲン表示を[有]に補正しました。

●自動補正しました。

全角文字を半角文字に変換しました。[変換前の文字列] → [変換後の文字列]
●データベースの文字列と合致するように補正しました。

半角文字を全角文字に変換しました。[変換前の文字列] → [変換後の文字列]
●データベースの文字列と合致するように補正しました。

（３） アレルゲン評価表示

アレルゲン［○○］が抜けている可能性があります。

  ●合格後、原材料名を読み取り、アレルゲンが抜けている可能性がある場合に表示されます。
原材料を確認してアレルゲン表示が必要な場合は、ヘルプから選択入力してください。

 添加物でキャリーオーバー欄の値が不正です。[記載内容]

 ●キャリーオーバー、加工助剤、栄養強化のいずれかを選択入力してください。

キャリーオーバーが栄養強化のときは添加物用途も栄養強化としてください。[記載用途]

 ●栄養強化を選択入力してください。

2-13 原産地

  原産地表示義務があるのに、原産地名が空白です。

●原産地欄に原産地を入力してください。

2-14 原産地表示

 原産地表示が不正です。 [エラー内容]

●選択肢以外の文字が入力されています。選択肢から「有」または「無」を選択してください。

   [○○]の原産地表示を[無]に補正しました。

●原産地があって表示が省略されるため、自動補正しました。
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９．お問い合わせは？

「そうけんくん規格書チェックツール」に関するお問い合わせは、そうけんくんホームページからお願

いします。

＜そうけんくん資料ダウンロードページ＞ https://soukenkun.jp/kikakusho.html

＜問い合わせ入力フォーム＞ https://www.fcg-daijiten.jp/inquire/SpreadSheetCheck/
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2-17 遺伝子組み換え区分

遺伝子組み換えの混入がないと認められた場合のみ、(遺伝子組み換えでない)と表示ができます。

   ●非遺伝子組み換え農産物を分別生産流通管理し、さらに遺伝子組み換え農産物の
混入がないと認められる場合に限り、「遺伝子組み換えでない」と表示ができます。
登録内容が良いことをご確認ください。

https://soukenkun.jp/kikakusho.html
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